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「ダイナミックプライシング」を可能にする市場価格検索システムを開発、投資先に導入 

投資先の商品・サービスの戦略的な価格設定を促し成長を加速 
 
アント・キャピタル・パートナーズ株式会社（以下「弊社」）は、特定商品の価格情報を

ショッピングサイトなどで横断的に自動収集し、可視化する市場価格検索システムを自社
開発しました。販売価格のほか、仕入れ価格の相場も把握可能です。このシステムを投資先
に導入することで、投資先は「ダイナミックプライシング（変動料金制）」と呼ばれる、よ
り戦略的で柔軟な商品価格の設定がリアルタイムでできるようになります。弊社は今後も、
投資先の事業改善に役立つ技術の開発や導入によって、投資先各社の価値向上を図ります。 

 
同システムは、弊社の技術開発部門で弊社や投資先での AI 導入、デジタルトランスフォ

ーメーション（DX）を促進する AI・DX支援室が開発しました。 
 
第一弾として、弊社の投資先で中古高級腕時計の買取・販売事業を運営する羅針（本社：

東京都中央区、取締役社長：穴井 孝美）で同システムを導入しています。中古高級腕時計
を扱う競合他社のショッピングサイトや業者間取引サイトの価格変動情報をリアルタイム
で収集し、一画面で網羅的に可視化します。これまで担当者が複数のサイトを参照していた
手間を省くとともに、競合他社の価格よりも常に安い価格にするなど、戦略的な価格設定を
可能にします。 

 
さらに、2023 年 3 月に資本業務提携を行ったタイヤ・ホイール販売事業の株式会社ビー

ライン（本社：宮崎県宮崎市、代表取締役：日高慎介）にも近く同システムを導入します。
手間のかかる価格設定業務を効率化すると同時に、ダイナミックプライシングによってタ
イヤ・ホイールに価格競争力を持たせ、収益力を改善させる計画です。 

 
弊社は今後も投資先各社に同システムをはじめとした AI・DX 関連技術を導入し、企業

価値の向上を促進します。 
 
＜弊社について＞ 
代表者 ：代表取締役社長 飯沼 良介 
資本金 ：100 百万円 



本社所在地 ：東京都千代田区丸の内二丁目 4 番 1号 丸の内ビルディング 27 階 
URL ：https://www.antcapital.jp/index.html 
 
弊社は、主に日本国内における未上場株式等への投資を行う投資会社で、これまでにバイ

アウトインベストメントグループ、ソリューションインベストメントグループ合わせてそ
の運用額は 2,269 億円にのぼります。 
弊社は、主に日本国内の未上場企業の株式等および非公開化を前提とした上場会社の株

式等を投資対象としております。取得後、事業戦略策定はもとより、AI/DX活用・SDGs 対
応・海外展開等の付加価値向上策を積極的かつ主体的に実施することにより投資先企業の
企業価値を高め、提携先等を含めシナジーが見込める事業会社等に譲渡し、または IPO、再
上場時等に市場売却を行って、投下資本の価値の増大および回収を行うことにより組合財
産の価値向上を図ることを目的として設立したハンズオン支援型プライベート・エクイテ
ィ・ファンドです。 
 
＜弊社 AI・DX支援室の主要メンバー＞ 
石川 陽一（AI・DX支援室 室長 ディレクター） 

1994 年同志社大学工学部卒。IT 会社の SE を経て、1999 年に現 au カブコム証券の立ち
上げに参画。2004 年から 2012年まで執行役。システム監査、サイバー・セキュリティ等の
統括を経て、2020 年から 2022年までシステム統括役員補佐。データ関連、ゼロトラストセ
キュリティ、デジタルトランスフォーメーション関連を担当。2022 年 6 月 au カブドット
コム証券退社。2018 年 9月より弊社に副業として参画、2022 年 7月より現職。 
 
清田 陽司（AI・DX支援室 エキスパート） 

1998年京都大学工学部卒、2004年同大学院情報学研究科博士課程修了。2004年から 2012
年まで東京大学情報基盤センター助手・助教・特任講師。2007 年に東京大学発スタートア
ップ（株）リッテルを共同創業し、バイアウトにより 2011 年から（株）LIFULLにて AI 分
野の研究開発に従事。2018 年から 2022 年まで（株）メディンプル代表取締役、2022 年か
ら（株）FiveVai 取締役 CDO を兼職。2020 年から弊社 AI・DX 支援室に参画し、投資先各
社のデータ資源への AI 適用による企業価値向上に取り組んでいる。人工知能学会前編集委
員長（2020〜2022 年）、情報処理学会ユビキタスコンピューティングシステム研究会幹事
（2020〜2023 年）情報科学技術協会会長（2022年〜）など、各種学会活動も積極的に行っ
ている。 
 
須賀 正明（AI・DX支援室 エキスパート） 

2007年 McGill University 修士課程修了（MBA)。ブリティッシュコロンビア州バンクー
バーITベンチャーで、M&A 戦略の策定、アジアパシフィック地域の事業戦略の策定、市場



開拓に従事。2002 年以降、Macromedia（現 Adobe）、Brightcove、ドルフィン・ブラウザ、
AWSにて、製品開発、エンタープライズ製品戦略、事業提携、販売チャネルの構築、プロ
ダクトマーケティングに従事。 
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